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↑函財政聯'IIIjというのはと．うなんですか。金がないものが何十人集まろうと貧乏人
なわけですよね。そこで合併すれば合併交付金が出ると。ただ、それだけにつられて
いるような気がします。金は使えばなくなる。その前に何かすることがあるんじゃな

いかと言いたいわけですよ。私の言いたいのは財政事情が悪い。合併はなんでするのか。
財政のスリム化なんだよね。それをどのようにしてやるのか。今日こういうことをや

るというのであれば、我々がその黄料を兄て何か勉強できる。蘭問して考える時間が
ありましたけれと．も、ここでぽんと渡されたって、財政が何年になれば赤字になると言っ

たって、兇たって分かりませんよ。我々素人は。だからそういうところを町民に対し

て配慮というか、それはしていただきたい。l1的はあくまでも健全財政なわけですから。

その辺を考えて、どうせ貧乏するんだったら身内で貧乏していた方がさっぱりする。
だれだってよそのものの面倒見たくない。それは枠組みとして一締にやっていきましょ

うというのなら大ﾊｩ的に考えてそうしなければならないというのは分かりますが、み
すみす交付金使った後は何も残らないと。言いたかったのはこういう時lﾊlを割いて皆
さん来ているわけですから、合併懇談会というのはこういう問題を出す、話し合いた

いというのならば、たたき.台の浅科･だけは事前に町民に配布するような形をとってい
ただきたい。
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…おっしゃるのはもっともです。fW:|･ｲく足でIIIし訳ないと,I&!っております。私も

IIjillil;j･Jia'|1jl!Ⅲ｣.でも、いや、金木町でももっとだめだよと、やはり|，1分の町、村をよ

く思っていると.'&!います。むこうから兄た場合は金木町のここが悪いとかいっぱいあ

ると思います。ですから、そういう恕いところを･誘っていたらきりがないと思います

ので、金木lll1.も)又樹しながら私はこれからは慎近に介俳を進めていきたいと.ILI､います。
この次も必ず識#:|･を提供しますのでよろしくお願いします。1-1今闘川の!'1で交付金と

言いましたが、これは私たちの測りI不足もあるかと.I&!います。合1ji蔦の111･政支援は確か
にありますけれども、これは全部illi助金じゃなくて、1併金なわけです。有利なお金を

碇しますよというのが150fXl'1なわけです。150itl11の袖助金であればバンザイなんで

すけれとゞも、1腓金なわけです。ただ交付税算入という交1,j･税元利俄迷金の7096ぐらい

－は入れてよこしますよということで全部llf金なわけです。だからその辺は誤解し
■ている|AlきもあI)ますので、決して袖助金ではありません。11ﾔ金ですのでよるし

●

は入れてよこしますよということで全部llf金なわけです。

ている|AlきもあI)ますので、決して補助金ではありません

<おImいします。

函五所川原}|iとの合併は)又対しているわけではないけれども、五所川脈巾にどの程度の資産と負債があ
るのか、また、1人あたりの1H:金がどのぐらいなのか。合併してもいいが、あまりにも五所川原の方がかけ

はなれた大きな負悩を持っているのであればわざわざ金木でその負債をかぶることはないと思われるので、
少し盗料を,'l'!していただいて、II}度そのようなことでお砧できればいいと思っておI)ます。● もう少し盗料を,'l'!していただいて、

’函

‘つI

も、

（糾(：I I
■E■ノテの愈兄もだいぶございます。塒に!|11M川と金木l111･は炳院も2川で絲'肘しています-ので、、'1然選択l1kの・
つに入ってくると,lL1います。でもそこで・冊懸念しているのは、まだ腱林紫恨l係の協縦に入っていませんけれとﾞ

も、企水lll1.はり,ll､.でも!仰ぐ作の・冊いいﾉJ.で!|1}l1.町が残念ながら雌|､→位であI)ますので、その協議になったら一紛

糾はあるのではないかなという心i'idを持っております。

’
函金木lill.はシミュレーションから合併しないでいけるようなデータですが、これは果たしてそのとおりなの

かどうか。合併塒例偵150億の内訳がlj:舎50億、消防投術25値で75億。あとの75億はいろいろ洲幣でやると聞い

たが|&j違いないですか。今Ilまで合併洲|1で約’億2千万円すでに使ったとすると、もし金木llll．が離脱した場合
にその負扣はと．こで払うのか。2町2村で按分するのか、それとも金木町が離脱したから1i"2T･万|リを金木川

が払うということになるのか。

＝三（
’■2■’'1の炎1.1税il,iM!'1なと・を想定しますと、合1ji:しないとしたら1淡興数を､卜城し4役の袖Ⅵ、給料.、あるいは職
liの給料なと：もカット、llllltに対するサービスもほとんど我1秘してもらわなければili独では1!IUII!ではないか。ま

たili独のjル合のシミュレーションではMｲ政l11:illl{11体に1紅藩するので､'1然新脱のPIf業もできなくなI)、さらに米イド

度から約31ul'1の収入が少なくなることから、iii.独では非附に厳しいのではと.I&!っておI)ます。Iff75()臆、ii'j防

25帷という!i,Wは雌!没小委典会の'|'での,;|-l'lliで、雌終|'Iりには脇I瀧公で決定したものではない。15()値の特例伎は、

4町村.の1腓企なと・から｢il節してみますと、、卜分の751懲しか使えないと''&(います。絲'"lig2T･ﾉjl!}というのは人

件曲を含めてのことだと,'&(います。今年度の合併協縦公のj急純3,8()()ﾉJ.|'lのうち1,3()()ﾉjl1lほどの余I)を各川村.に

鋤Ⅱ'1171合にl心じて.i里す]ちたでおI)ますので、これ以外の維YYのnl1lについては/ﾃのところ想定されていません。
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函この前にアンケートで、金木町は一体何対何の割合であったんでしょうか。将来合併について参考･にしたいと

思いますので、五所川原の方と4町村の比率を教えてください。

一
｛

●

I■E■本当に貴重なご意兇だ
と思っております。また、名

る名前をつけたならば、例え

と思います。合併の離脱も市

は全|';lの協議会が白紙になっ

由でありますので、私はこれ

砿を電ねてやるべきだと思い

唾兇だと忠↓

た、名liiもう

、例えば、フ

l兇も市浦村司

になってい〃

|まこれから〈

と思います。

似います。ご承知のとおり通勤、通学、医療、囲い物など生i,引巻Iはた全に/1:〃『川}即〔だ

も本>'1に私は申し訳ないなと思っておI)ました。今言ったとおI)、その町村のこだわ

、太墾､iさ町に決まっても私はまったくこのとおりだと思います。他町村から批{lillが出る

村･では倫水町ではⅢI箔が嫌なので離脱したんだというデマもございます。ですから私

鍬灘鮒懸蛎"!職職；!;||
Ib

に
１
１
１
０

函合併の趣扁は､弱あ溺扇Ⅱ縦の簡鉦弄雨二を言のnkというこの3つにばき
るのではないかと。今匝lの合併懇談会において枠組みの意見を参考にしたいと町艇から鵬んに11I二画
されましたけれども、私の意見を述べるに当たっても盗料が全然ないもので、やはりこの懇談会

も絵に描いた餅かなという感じがしてなりません。これからは合併するに当たってもいろいろ31111村になるのか、五

所川原市になるのか。私自身は五所川原とかなという気がしますけれども、llll.長|41身の考えﾉj，今までの盗料とか会

議等に十分に出席して熟知していると,'llいますので、そこら辺のお甜をされてもいいのではないかと感じます。

●

＝今|'（

きながら、易

ると恩いま可

で懇淡しま｜
ともいいなI

えた金水以_｜

持ちません。

'陥広〈みんz

みんなのﾉI魂

|は協縦会の解散維絲の,塊|ﾘI会でありますので、壷朴不足はおわびします。これから1'I1I''|も+¥さんのﾉIfをlill

そのll.fは例えば/1:〃『川1%(｢ijを入れた場合、3町|;､1･が・緒に↑jった場合の11ｹ政シミュレーションを捉供でき

；す。もうちょっと待ってください。そして、私の､|11断ということですけれと÷も、私は助役、収入役と3人

iしたがアンケートの結果がl11るliijまでは、リ1)j院機能lll柵やゴミの処分場なと．を塔･えると私は|)り"|ヒノl:がもつ
ぞという!i,Wをしてきました。でも、アンケートボ,ii采を兇たらやはIﾉ人きな介併よりもIIIIltは文化･i人統を修・

I､北を望んでいると心に決めて4川村で収り組んだ絲絲でございます。'liilli付に刈・して、イリ､はしこりを切

診。私は町1tがどんな.|211断をするのか、IIWII的な余祐があるかどうかilll)ませんが、アンケー|､をとって、

,なの,な兇を|H1きながら、後'|伽のないような合併。もちろん、llll.雌代衣のi瀧公が．帝でありますけれと・も、

fを吸いtげながら失敗のないようよりよい合iji:を||折していくしか私はノア稗えがなかなかlllません。

函合併協議会の予算が2億ほどかかっていると|州きますがどうなんでしょうか。今まででいくらぐらいかかり、
そのIﾉ1容はどういう具合になっていますか。

函協縦会j急伸は、1T:懲から法定まででトータルでj皇算は'1,9()()ﾉjl'lほどです。2iul!1というのは]lifilの人i'|:1Yを
念めてではないかと,lLl､いますcﾉﾃｲ|晶度のj参算は3,8()0ﾉJ･|'1ほどでlノlのはじめに'1i染をやめておりますので、約2,5()()

ﾉji'lほどです。・悉人きいのは染析委!拙の');勝'lfyg111終、光成II1I前までいっています新IIII",if!ill'l'i、それとコンピュー
タ|乳I係の,州介がiiなものです。

広認かなぎ7鐸2局号

…合併のアンケートは五所川原との合併の方が20ポイントード|Ⅲlる、4町村が50％と/I]ﾘ『川原lliを含む合併が30％
という結果でございました。

函私個人としては五所川原と一緒になった方がいいと思っております。それは、まず、経済効果として観光査源
とか考えられます。五所川原は立候武多、金木は太宰治、芦野公1判、斜1場館、三味線会館など、中里、iljiiliにも観光
資源あります。しじみ貝だとか。小泊については唯一漁業をやっております。これをやっぱりフルに活川していけば
金木の経済効果があると思うんですよ。やはりこれからの地方交付税減額、住民の尚齢化、若者のりi↓外流出、少子化

本当に真剣に考えなければならないことなんです。我々もそうなんですけれども、これからの子供達が当然I,↓外に流
出していくと思うんですよ。将来必ず戻ってこれるような素晴らしい町づくりをしていくことが我々の1！〔勝だと思う

んです。そこをやっぱり考えて合併を進めていかなければならないと思っております。それからもう1つ、名前につ
いて既存の地域の名前をとれば、必ずしこりが残ると思うんですよ。これからの子どもたちのことを考えた場合、当
然子供たちが帰ってこれるような町づくりにするためにはまず名前だと思うんですよ。誇りを持てる名前にするため

にはやっぱり壌後にアンケートをとった方がいい。商校を卒業する生徒達に若干説明してアンケートをとってもいい
んじゃないかと思います。なぜかといいますと、私は今回の十三湖町、私も投票したんですけれども、十三湖111Jは反

対だったんです。というのはその後で県外にいる友人、知人に感想を聞きました。はっきり言って笑われました。な
んで、金木がこのように有名になったのに十三湖町になったのかと。それからうちの子供にも'1Mいて、「おめの友達
なんて言ってらぱ」と聞いたら「笑われたよ」と。もっと寛大な気持ちで子と’もたちのことを考えていい名liiIを選択
してほしかったなと私は思います。
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■2■今IIIIはとりあえず解散の脱|ﾘlをということでこういう形をとりました。これから相談しながら進めていきたい
と,ILI､います。シミュレーションの説|ﾘI不足は確かにそれはあると思います。これからできるだけお年寄りの方でも分

かるような街#:|･を検,i､Iしていきたいと思います。
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● “合併しない場合と4町付合併後の財政シミユレーシヨンがありますが、24年になれば赤字でなくなるというの
は何を減らしてこうなるのか。どこと町村合併になるかわからないが、あと特例俵適用まで1年ちょっとです。仮に

五所川li(についてlからやりIIII:すとすればlMjに合うのか。3町村で確認事項を利用してやっていけないものか。

■2■このシミュレーションのグラフは、地ﾉJ-交1,1･税が年々減っていくということと、職典をWIl減していくというこ
とによって11ｲ政が好脳するという'ﾉ1容です。、li業については､F常やっているものだけしか見込んでません。それから

lllflﾊl的な余裕については、今|fl公に合併塒例法の改lli案が提案される兄迪しで、来年311の末までに
fTIji:しなければ@I4!忠は受けられませんという法作ですけれと§も、これが1年延隆されるという見込み

でございますので、これからやっていっても|H1に合うのではないかなと思います。
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'職職翻鰯職羅篁謹塗織職鞠撚雑
一番肝心な部分なのではないか。合併アンケートについて行政連絲委jl任せは問迦があるのではと感じていますので、●
今後なされる場合ご検討していただきたい。

一＝－＝－－－一＝－ －‐－－－－~＝－－=＝ニニーーーー＝－一室一

■回■ノテまでの雌1惚‘|{収は解敞によってすべて''1紙になると思いますが、ff#1･はこれからの枠糸Ⅱみの'|1でのlit1Eな参

¥･rfl::|となると.'と!いますので、秘はこの解itをいい,葱味でﾉﾃ後にﾉ'2かしていきたいと思っておI)ます。枠舟ll.みのシミュ
レーションについては/'Willlli(の場合はどうなのか、また、'|11I1、小iI'l、金木でやった場合とﾐうなるのか、今後査判

を雌めて/j､l''|の轍を蹄まないよう杵さんに'#lii!rしながら、また、アンケートでそういう1!"|!な,[!､(があったらもう‐度

検!;､Iしてみたいと,ILI､いますのでよろしくおIMいします。今まで作ったffW1･はすべて保ｲj:していますので、例えば3町
付でやるとすればすぐに枡111できますし、/IJﾘ『川Ii(とやるという腸介にもi,Wllできます。

"I噸だけれと・も、五〃『川lﾙ〔市は併金が余ってしまっていると。′ﾉI所川原から見ると金木はない。また、市浦村が
一添多いということをⅢきくが、これは人'1判でいくとどうなるのですか。五所川原を考えなくても-i'j森を考えても
よろしいのではないでしょうか。

｛

■EIIJ.illi、小il'lは約4()～5()値、金木、'|1II!は約8()他の起依残11,6があI)ます。人||利でいきますと金木の人llが11,
()0()人に'ij油は2$90()人ということから小さいIII1，付ほど・人あたりの1ル余が多いということになります。返済はl6年
|虻がピークでだんだんiliikっていくという状ﾙdです｡/1]ﾘillll$輔者のff判については、これから/IWi川lli(I|jといろいろ'IIIj

報交換しながらその作った盗料を+¥様ﾉjに||i'i報捉供していくということを老-えてございます。IIj森市は'1能性として
はあI）ますけれども、ボII『僻と|!i1じょうにこっちで好きでも、卜11rが余然l丈応示さないのであれば、それは皿即ではな
いかなと.ILI､います。ただ、公I淡のl,'i'jl･_lll],lとがIIj森'|jiとに度お!;!Wした絲絲はあるということですが、li'jこうでは乍然
恥ってこなかったということをllllいておI)ます。

7…号

函例えば圏外で合併しているところがありますよね。青森は隣ですからもう一度話し合ってみたら。私は青森と
合併した方がいいと思うんです。将来的に見て。金木には太宰があるでしょう。これは世界的に有名なんですよ。こ
れはこれからは五所川原よりも二吋森に行った方がいいと思います。

■囚■、'1然、選択肢の一つに入ると思います。
やっていきたいと思います。考えがみんな進う

ですからこれからもう一度アンケートの結果などを踏まえながら私は
と思いますので。

函ひとつお願いなのですが、今Inl、中央公民館で懇談会をI｝Mいているわけですが、町内各コミュニティーセンター
で地域住民に密論した懇談会を行ってもらえれば大変地域住民もわかると思います。これは昨年2町2村の合併に先
立ちましてアンケート洲査を取ったわけですが、五所川原との合併のパーセントが低いのは五所川原と合併した場合
のシミュレーションはどうだというきめの紺lかい説Iﾘ]不足ではなかったのかなと感じていますので、そういう面で皆
さんに詳しくできるのであれば、あちこちで懇談会や況明会を行えればまたパーセントは違っていたかもしれません。
川優もそのうちまた開くということでありますので、できればそのような形式になれば、絶対違った一面が出てくる
のではないかと思いますがいかがでしょうか。
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“私としてはできるならば金木町1つでやっていきたいという気持ちでありますが、様々な意見を聞いてみ

ますと今後は単独ではとても無理だという話でありますので、次に考えるのは五所川原でなければならないと思
います。しかし、金木だけで五所川原に行くよりもやはり今まで一緒に話し合ってきた方々を誘って五所川原に

行けたらなと本当に今思っております。そして、今まで様々な意見が出ましたが、ちょっと安料不足だと思いま
す。というのは、3町村の場合のシミュレーション、五所川原との合併のシミュレーション、そして3町村と五

所川原のシミュレーションなどを作ってもう一度この懇談会を開いていただきたいと思っております。
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■圓■次回は五所川原や3町村、いろんな選択肢を考えながらff料を川します。必ず。ですから、ちょっとll.1
を貸してください。

函先程から財政のことばっかり言って、もっと進ったものがあろうかと思います。1M政は切詰めて人件fYを節
約するとかいくらでもできる。その他に代々伝わってきている郷土芸能とかの間迦に鵬lしても談論してもいいんじゃ

ないかと。新聞で見ますと、合併のおかげで昔からの百万通とか荒馬がなくなったとか、昭和30年の合俳後なくなっ

たという事がありますし、やはり昔から伝わってきた郷土芸能とか文化とかという、についても討論して頂きたい。
《

■恩■まったくそのとおりだと思います。そういう文化とか芸能も残すということで、小さい合併を川.民が選ん

だのかなという認識をもっておりますので、当然それらもこれからは検討･していかなければいけないと,I&!います。
大事なものは残しておくべきだと思います。

、
●函今日おいでになっていない町民もあるわけですので、合併問題にすれば、と

と．ういう合併がいいのか、町民主導で決めざるを得ないわけですけれども、その‘＃

の合併についてある程度資料がなければ判断できないわけです。そういう盗科なそ

はり住民からアンケートをとるようお願いしたいと思います。よろしくお願いいた

いう合併が好ましいのか、
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のを添付されてW皮またや

fす。
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“最近の新聞を見ますと、秋H1県でrl立するのであれば自立計画案を出しなさい
文書で通達を促し秋田県で非常に市民が立腹しているようなことが醤いていました。

云々については合併しようがしまいが地域住民が決めることであって、|'il，ならびに

に対して関与する必要はないのではないかとそういうこともz11Fいておりますが、もし

<ということになれば、そういう自立計、案を出すような通達はあるものでしょうか、
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#'6平成15年10月現在の資料です。平成16年度から地方交付税が約3億円肖ll減される見込みであり、今以上に財政は厳しくなります。
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川倉小学校の体験活動支援委員会（代表＝大佐
賀尋嗣）が1月22日、青森市で行われた「青森「食」 
と「いのち」のフォーラム」 で、青森県「いのち

育む」食の体験学習功労者として表彰されました。 
同委員会は、平成13年度から始めた児童や地域

住民を対象としたそばの栽培、そば打ちなどの体
験学習の支援活動が認められ、今回の受賞となり
ました。 

大佐賀代表は「こんな大きい賞をいただいて大
変光栄です。会員皆さんの努力の賜物です」と話
していました。 

1月21日、金木警察署で平成15年度警察協力功
労者・優良警察職員表彰式が行われ、当町から 4 
団体、 8 個人が警察協力功労者として表彰されま
した。安心安全町づくりのために、それぞれの立

場で積極的に警察活動を支援し協力により表彰さ

れた方々は次のとおりです。 
◇団体】金木ロータリークラブ・喜良市駐在所連

絡協議会・西北五遊技業協同組合・みち
のく銀行金木支店グリーンクラブ 

◇個人】石戸谷弘子・伊丸岡秀昭・葛西文昭・黒
滝弥生・中谷時正・野宮洋治・福長勝義・
藤元兼五郎 

金木柔道スポーツ少年団が多年にわたる活動が
認められ、平成15年度青森県スポーツ少年団表彰
を、また同少年団監督の金本敬夫さんが同指導者
表彰を受賞しました。 
1月19日、受賞報告に訪れた金本さんと金木小 

6年の川嶋一磨くんと羽賀大介くんらに鳴海町長
が「スポーツを行っていると精神力が伴う。これ
からも柔道をがんばってください」 と激励。金本
さんは「これからも子どもたちを強くしていきな
がら、精神力も強くしていきたいと思います」と
応えていました。 

嘉瀬小学校（校長＝今信夫）が15年間の障害者や
高齢者との交流と各種ボランティア活動が認めら
れ、平成15年度ボランティア功労者厚生労働大臣
表彰を受賞しました。 
1月13日、県庁での伝達式を終えた今校長に児

童会長の松川和樹くんと同副会長の鳴海希望さん
が町長室を訪れ鳴海町長に受賞報告をしました。 
受賞して松川くんと鳴海さんは「賞状をもらえ

てうれしいです。これからもボランティア活動を
がんばっていきたい」と話していました。 

× 	ノ × 	ノ 
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金木柔道スポーツ少年|､11が多年にわたる橘動が

I認められ、、ド成15年度1'j森ﾘ,↓スポーツ少年IJ1表彰

を、またliil少年｢jlWf'|:fの金本敬夫さんが|『1指導者

表彰を受徽しました。

ljj1911、受歯報i'fに訪れた金本さんと金木小

6年の川''1ルーI解くんと>1:1f'(大介〈んらに鴫海町長

が「スポーツを行っていると粘神力が伴う。これ

からも柔道をがんばってください」と激|肋。金本
さんは「これからも子とゞもたちを強くしていきな

がら、糀神ﾉJも強くしていきたいと思います~」と

応えていました。

茄瀬小学校(校長＝今信夫)が15年間の障害者や

尚齢者との交流と各種ボランティア活動が認めら

れ、平成15年度ボランティア功労者厚生労働大臣

表彰を受賞しました。

l)113日、県庁での伝達式を終えた今校長に児

童会腿の松川和樹ぐんと同副会長の鳴海希望さん

が町長室を訪れ鳴海町長に受賞報告をしました。

受貸して松川〈んと鳴海さんは「賞状をもらえ

てうれしいです。これからもボランティア活動を

がんばっていきたい」と話していました。

●

ノ 、
／

、 ~ノ

ー、 １
１
Ｉ

、

蝿轤嘩蕊
一
一
一
一
一

a
、 Ｐ

ロ

，間鄙
’.

Ⅷ
『.

一
、
川

ｐ
↑
‐

ノ
呈一一画笛

1,T●
ー

1

1

晩扇;鯛
川倉小学校の体験iﾊ動支援姿ii会(代表＝ﾉ<佐

fIi｣;州,1)がlノ12211、l'j森'lj.で行われた「IIr森「食」

と「いのち」のフォーラム」で、l'j森ﾘ,{「いのち
行む」食の体験'､坪{功労ｲｲー として炎彰されました。
’11姿li公は、、|え成13年腱から始めた児IWiや地域

化1tをi､l象としたそばの柳ilf、そば打ちなどの体

験'､)::科の支援i!吋勤が｢澱められ、今l''lの受'曲となり
ました。

ノ<佐fI(代炎は「こんな火きい賞をいただいてﾉに

変)上栄です。会li衿さんの努ﾉJの賜物です」とIi,¥

していました。

1)12111、金木弊察‘周で､Iz成15年皮密察協ﾉJ功

'ｿj･%-･優良惇察職員表彰式が行われ、当川から4

1,j1体、811,1人が蝉察協ﾉJ功労ｲｲ･として表彰されま

した。安心安余町づくりのために、それぞれの,>1

場で砿械|'|りに幣察i門勅を支援し協ﾉJによI)表彰さ

れたﾉJ.々は次のとおI)です。

◇団体：金木ロータリークラブ・罫良｢li駐ｲliji述

絲協1淡公．llLi北/I遊技業協|'il組合・みち

の〈銀行全水吏l,iiグリーンクラーブ

◇個人：ｲiji谷弘「・・|J1丸岡秀IIH･葛｢Jti文I1H･黒

滝弥碓。！|1件時'|･:・IWf洋摘・禍腱勝義・

藤兀兼ﾉI:I!|j
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